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本論文 では，ソフ トウェア開発 における欠陥報告書分類 と欠陥予測の自動化 をより

容易なものとし，その適用範囲を拡大する手法を提案す る．具体的には，「ノンパ ラメ

トリックな自然言語前処理」，「プロジェク ト横断型予測」，「教師な し分類」の3つ の

観 点で，自動化 を容易 にす る手法を提案する．欠陥報告書分類 と欠陥予測 を自動化す

る手法 はこれまでに数多 く提案 されている．ただ し，自動化手法 とはいえ，有意な結

果 を得 るためには，パ ラメータ調整や教師データセッ トの準備 など，その適用 には多

くの工数 を要 し，適用範囲が限定 され る場合 も多い．

「ノンパ ラメ トリックな自然言語前処理」では，欠陥報告書 に記載 されている自然

言語から特徴ベク トルを抽出 し，欠陥報告書分類 に活用す る手法 を提案 した．適用実

験の結果，抽出された特徴ベク トルを用 いることで，パ ラメータ調整な しに，欠陥報

告書を高い精度で分類 できることが分かった．「プロジェク ト横断型予測」では，欠陥

予測モデルの構築 に用 いるデータセッ ト （教師データセ ット）と予測対象データセ ッ

トにおける欠陥分布の違いを考慮す ることで，両者 に大 きな違いがあっても高い予測

精度 を実現する手法を提案 した．適用実験の結果，適用対象の64％ にお いて，欠 陥予

測精度 の向上 が確認 された．「教師なし分類」では，クラスタリングとクラスタへのラ

ベル付 け技術 を用 いることで，教師データな しでも欠陥報告書を高い精度で分類す る

手法を提案 した．適用実験の結果，教師データがある場合 と同等の分類精度が実現可

能であることが確かめられた．
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（論文審査結果の要旨）

本論文は，ソフ トウェア開発時に作成 される欠陥報告書の分類，及び，現在か ら将

来 のある時点において欠陥が含まれると思われるソフ トウェアモジュールの予測 （推

定）において，分類や予測の精度 を維持 しつつ，必要 となる工数 を低減す ることを目

的としている．欠陥報告書分類や欠陥モジュール予測の手法 はこれまでにも数多 く提

案 されてお り，ッール化 も行われているが，パ ラメータ調整や教師データセッ トの準

備など，その適用 には，依然 として多 くの工数を要す る．本論文では，パ ラメータ調

整を不要，もしくは，容易 にす る手法 として「ノンパ ラメ トリックな自然言語前処理」

を，また，分類や予測の対象 とす るデータセ ットと類似性 の高い教師データセ ットの

準備 を不要 とす る手法 として 「プロジェク ト横断型予測」，お よび，「教師な し分類」

を提案 し，オープンソースソフ トウェアを対象 とした適用実験 を通 じてその有用性 を

明 らかにしている．

「ノンパ ラメ トリックな自然言語前処理」に関 しては，欠陥報告書に記載 されてい

る自然言語か ら抽出 した特徴ベ クトルを用いることで，パ ラメータ調整を行わな くて

も欠陥報告書 を高い精度で分類可能であることを明らかにしている．パ ラメータ調整

は多 くの工数 を要す るだけでな く，その妥当性 の検証 も必要 となる．提案手法により，

欠陥報告書分類 はこれまで以上 に容易，かつ，より広い対象に適用可能 となる．「プロ

ジェクト横断型予測」では，欠陥予測モデルの構築 に用いる教師データセ ットと予測

対象データセ ッ トにおける欠陥分布の違いを考慮することで，予想対象データセ ット

と類似性の高い教師データセ ットの準備が必ず しも必要ないことを明 らかにしてい

る．この結果 は，データセ ットの類似性は，欠陥分布に基づいて補正，あるいは，担

保できることを示 してお り，モデル適用を容易にす ると共 に，その妥当性の向上 にも

貢献するものである．「教師な し分類」では，文字通 り，教師データセ ットがな くても

欠陥報告書 を高い精度で分類可能であることを明 らかにしている

以上のとお り，本論文 は， ソフ トウェア開発 における欠陥報告書分類，及び，欠陥

モジュール予測を，その精度 を維持 しつつ容易 にするものである．適用実験 はその有

用性を示 してお り，手法の普及 を促進す る．欠陥報告書分類や欠陥モジュール予測 は，

ソフ トウェア開発 におけるリスク回避技術 として大変重要であ り，当該領域の学術研

究の発展 にも大き く貢献することから，博士 （工学）論文 として価値 あるものと認め

る．


